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２  調査方法 
使用した卒業者情報は、 2012 年度および
2014 年度に卒業した全 1 ,354 名（2012 年度：























時の出身地は、隣接する大都市である大阪府が最も多く 441 名（全体の 32 .6%）、続いて
地元の和歌山県が 424 名（31 .3%）であった。また、近畿地方の兵庫県・奈良県・京都府
および中核都市のある県（愛知県、岡山県、愛媛県）などを含めたその他の地方が約 30%
                                                   
1用いたデータは和歌山大学 COC+推進室調べ。  
表 1 和歌山大学における卒業生の出身
地と就職先所在地（2012、2014 年度）  
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歌山県に就職した者は 254 名（2012 年度 135 名、2014 年度 119 名）で全体の 19 .3%であ
った。これは、和歌山県出身者 424 名に限ると 59 .9%にあたり、和歌山県出身者の地元定
着率は高い。逆に、県外に就職した者は 170 名（全体の 12 .9%）であった（図 1）。
一方で、地方大学である和歌山大学にあっても全国から多くの入学者がみられる。和歌
山県外出身者の入学者は 895 名（1,319 名に対して 67 .9%）で県内出身者よりも多い。と
ころが、このうち卒業後の和歌山県内への就職者数は 46 名（3 .4%）であった。つまり、
和歌山県出身者は和歌山県に、県外者は県外にという大きな傾向がみてとれた。和歌山大
学は多くの県外出身者を得ているにも関わらず、和歌山県内定着が少なく、合計して年間







































図 2 都道府県別の出身地と就職先所在地の関係  
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2 つ目は「中規模都市志向タイプ」である。愛知県への定着者は和歌山県から 9 名、大
阪府から 6 名、その他地域から 8 名、埼玉県・千葉県・神奈川県の東京近郊県への定着者
は和歌山県から 4 名、大阪府から 7 名、その他地域から 9 名、また福岡県にも就職してい
る。このように出身地方を越えて名古屋、北九州あるいは東京近郊といった「中規模都市
 入学時     卒業者     卒業後        内訳  
図 3 地元外定着者タイプの割合  
表 3 出身地方別の地元定着者と地元外出身者数  
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的に把握していきたい（表 2）。和歌山県出身の転出者 170 名のうち大阪府と東京都への
就職者は、それぞれ 80 名と 67 名、合計 147 名（和歌山県出身で地元外定着者のうちの
86 .5%）であった。大阪府から東京都へは 194 名のうち 116 名（大阪府出身で地元外定着











の定着者は大阪府から 10 名、その他地域から 14 名、兵庫県への定着者は大阪府から 14
名、その他地域から 5 名がいる。このように近畿地方にある和歌山大学に入学し、近畿地
方内にとどまる「近畿地方定着タイプ」がいる（ここでは、「大都市志向タイプ」にあた
表 2 和歌山大学生の地元定着率と転出先  
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要がある。したがって、本論ではこれ以上の議論は控えたい。
（３）和歌山県への学生版 I ターン 
地元外定着者のうち出身大学のある和歌山県に定着する「出身校定着タイプ」は、いわ
ば学生版 I ターンといえる。それでは、どの都道府県の出身者が多いだろうか。和歌山県
への入学者は 43 都道府県から幅広くある。和歌山県への定着は和歌山県を除いた 17 府県
からあり、入学者の約 5 人に 1 人が定着している（表 4）。全国から入学者がある一方で、
和歌山県への定着者を都道府県別にみると、和歌山県と大阪府が大部分を占めている（300
名のうち 276 名、92 .0%）。この 2 府県以外は少なく、奈良県 4 名、兵庫県と岡山県 3 名
と続いている。これらを地方別にみると、近畿・中国・四国・九州地方からとなり、すべ







滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県




埼玉県 1 2 3
千葉県 2 1 2 5
東京都 3 9 116 19 7 67 221
神奈川県 5 2 7
新潟県 1 1 2
富山県 1 1 2
長野県 2 1 3
岐阜県 1 1 1 3
静岡県 3 1 4
愛知県 6 1 1 9 17
滋賀県 3 1 4
京都府 2 6 10 6 1 2 27
大阪府 8 247 26 16 80 377
兵庫県 1 14 36 1 1 53
奈良県 1 9 10
和歌山県 1 22 3 4 254 284
岡山県 1 1
広島県 1 1
四国地方 香川県 1 1 2 2
福岡県 3 1 4
大分県 1 1
総計 10 24 441 97 41 424 1037 1037
府県ごとの地元定着率 30.0% 25.0% 56.0% 37.1% 22.0% 59.9%
近畿地方への定着率 60.0% 62.5% 66.9% 73.2% 75.6% 79.5% 72.8%


















表 5 近畿地方出身者の就職先所在地  
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北海道 北海道 5 1 20.0% 20.0%
青森県 2 0 0.0%
山形県 1 0 0.0%
茨城県 1 0 0.0%
栃木県 3 0 0.0%
群馬県 2 0 0.0%
埼玉県 1 0 0.0%
千葉県 4 0 0.0%
東京都 3 0 0.0%
神奈川県 1 0 0.0%
新潟県 3 0 0.0%
富山県 8 0 0.0%
石川県 10 0 0.0%
福井県 11 1 9.1%
山梨県 3 0 0.0%
長野県 8 0 0.0%
岐阜県 16 0 0.0%
静岡県 17 0 0.0%
愛知県 32 0 0.0%
三重県 13 2 15.4%
滋賀県 10 1 10.0%
京都府 24 0 0.0%
大阪府 441 22 5.0%
兵庫県 97 3 3.1%
奈良県 41 4 9.8%
和歌山県 424 254 59.9%
鳥取県 12 0 0.0%
島根県 13 1 7.7%
岡山県 23 3 13.0%
広島県 9 0 0.0%
山口県 3 0 0.0%
徳島県 9 1 11.1%
香川県 9 1 11.1%
愛媛県 14 1 7.1%
高知県 6 1 16.7%
福岡県 6 1 16.7%
佐賀県 3 0 0.0%
長崎県 7 0 0.0%
熊本県 3 0 0.0%
大分県 5 1 20.0%
宮崎県 5 0 0.0%
鹿児島県 7 1 14.3%

























表 4 和歌山県外出身者の和歌山県への就職者数の割合  
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平成 28 年度事業報告 2 
和歌山都市圏総合交通計画研究会Ⅲ 事業報告
 
研究会主査  辻 本  勝 久 












6/22 12 名   
1. メンバーと自己紹介（全員）  
2. 研究会の趣旨説明（辻本）  
3. 基本目標、個別施策と具体的な取り組みについて等（中西氏）  
4. 和歌山市の総合交通計画の目標・指標と施策の検討（全員）  
5. 和歌山市における LRT・BRT 導入の費用対効果分析に関する研究（宋氏）  
6. 今後のスケジュールについて  
 
7/29 9 名  
1. 総合交通計画におけるまちづくりの考え方、基本目標 6 の検討状況等（中西氏）  
2. 基本目標 1 の検討（辻本）  
3. 和歌山市における BRT 導入についての課題検討（宋氏）  
4. 今後のスケジュールについて  
 
9/1 13 名  
1. 基本目標 2 の検討（辻本）  
2. 基本目標 3 の検討（藤田氏）  
3. 今後のスケジュールについて  
 
                                                   
2  所属・肩書きは事業参加時点のものを参照。  
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府 4 県 1 ,037 名について就職先所在地をみると、出身地もしくは近畿地方内での定着率は













 大学生の移動パターンを分類すると大きく 2 つのタイプに分けられる。一つは、地元定













（2016 年 11 月 30 日アクセス）
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